
オキナガイ (オキナガイ科) 兵庫県ランク：Ｂ

Laternula anatina 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

○ ○ ○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点
河口延長上や内湾環境下の細砂浜、アマモ
場に生息することから、存在するこのような場
所を保全する。
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界

希
少

本州から九州に分布。やや内湾の潮間帯下部から浅海帯の砂
泥底に生息する。殻長40mm程度。殻は極めて薄く、半透明で
表面に微顆粒がある。後部は細まり、外側へ反り、開く。内面は
真珠光沢がある。
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神戸市、高砂市、姫路市、たつの市、洲本市

ＡからＢに変更。ナミガイ（貝類Ｃランク）と同様に、淡路島中部の内湾に面した干潟潮間帯下部のアマ
モ場周辺の泥混じりの細砂底より生貝が得られるが、生息数は非常に少ない。播磨灘西部の潮下帯で
は産地によって多産したが、潮間帯での生貝の確認は極めてまれである。
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